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＜あらまし＞ 教員が研修動画を視聴する際の，動画を選択し視聴し始めるまでの過程を対象

とし，操作内容，閲覧情報，操作意図を調査した．その結果，操作内容には「スクロール」「画

面静止」等５項目，閲覧情報には，「動画カテゴリ」「動画タイトル」等の７項目が観察された．

操作意図として「全体把握」「目的合致確認」「動画比較」「興味関心」「検索方法模索」の５項

目が抽出され，選択行動の多くが，動画視聴の目的に合致するかしないかを意図して行われて

いる可能性が示唆された． 
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1. はじめに 

文部科学省（2022a）は，教員の研修環境の
変化として「オンラインによる受講環境の充

実」をあげている．研修コンテンツを一元的

に収集・整理・提供するプラットフォームの

構築も検討されており（文部科学省 2022b），
今後は，対面に限らず，こういった環境を利

用しいつでもどこでも学べるようなオンライ

ンを活用した研修が期待され，行政研修の一

環として教育委員会が研修動画を選択し，所

属教員の研修に充てることも可能となる． 
学習者が主体的に時間や場所を選択し，自

らのニーズに応じて学ぶ方法の一つとして e-
Learning がある．e-Learning では，学習者
の特性を踏まえた教材提供の重要性が指摘さ

れ（大山ほか 2010），学習者の特性を把握す
る視点として学習行為に注目して研究が行わ

れている（大川内ほか 2012）． 
これらの知見は，今後オンラインを活用し

て研修を行う際にも参考になると考えられる

が，今後期待される研修では，１つの動画を

研修参加者が一斉に視聴するという形態では

なく，教員一人一人が異なる場所や時間に異

なる動画を視聴するという形態が想定される． 
そこで本研究では，教員が個別に研修に関

する動画を視聴する際の学習行為に注目し，

その実態を把握することを目的とする．具体

的には，研修動画を視聴する際の学習行為の

一つである動画の選択行動に着目する．その

際，大川内ほか（2012）を参考に，研修動画
を選択する過程を操作内容，閲覧情報，操作

意図の視点で調査することとした． 
 

2. 研究の方法 

調査は 2022年 12月に行った．異なる小中
学校に属する５名の教員から協力を得た．教

職経験は２年から 12年までであった． 
調査は次の手順で行った．①「教員研修の

一環として，指定されたウェブサイトから研

修動画を一本選択し，視聴する」ことを伝え

た．研修動画は，独立行政法人教職員支援機

構が運営しているウェブサイトの「動画教材」

のページを指定した．②ウェブサイトにアク

セスしてから動画を視聴し始めるまで，カー

ソル移動やクリックなどの一連の操作を記録

してもらうように依頼した．記録は，ＰＣの

画面収録機能を用いてもらうこととした．③

記録された動画データを，第１筆者が指定し

た Google Drive内に保存してもらった．④動
画データを確認後，別日に，画面を操作した

場面についての半構造化インタビューを行っ

た．⑤操作が記録された動画を視聴しながら，

操作がなされた場面について「何を見ていた

か」「どうしてその操作をしたのか」を尋ねた． 
インタビューは，許可を得た上で記録し文

字に起こした．分析は大川内ほか（2012）を
参考に次の手順で行った．①動画を視聴し，

画面を操作した場面を抽出した②抽出された

場面を操作の種類（以下，操作内容）に応じ

て分類した③インタビューから①で抽出され

た場面で見ていた情報を「閲覧情報」として

分類した④インタビューから①で抽出された
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場面において操作をした理由を「操作意図」

として分類した⑤各項目において観察された

回数をカウントした． 
 

3. 結果と考察 

表１に操作内容，閲覧情報，操作意図と観

察された回数を示す．（括弧内の数字は，観察

された回数を示す）操作内容は，「ページ移動

（14）」「スクロール（15）」「画面静止（４）」
「カーソル移動（１）」「サイト内検索（２）」

の５つに分類された．閲覧情報は，「ウェブペ

ージ全体（９）」「動画カテゴリ（７）」「動画

テーマ一覧（３）」「動画タイトル（８）」「講

師名（７）」「概要欄（６）」「検索結果一覧（２）」

の７つに分類された． 

操作意図は５つに分類された．「全体把握」

は，何がどこにリンクされているのか確認す

る様子である．「目的合致確認」は，視聴目的

に合致するかどうかを確認する様子である．

「動画比較」は，研修動画の内容を比較する

様子である．「興味関心」は，動画内容に興味

関心を高めた様子である．「検索方法模索」は，

動画の検索方法を模索する様子である．操作

内容では，ページ移動やスクロールが多く観

察され，閲覧情報では，動画カテゴリ，テー

マ一覧，タイトル等の多様な視点から情報を

得ている実態が示唆された．操作意図では，

「目的合致確認」が最も多く，26回観察され，

協力者５名全員が行なっていた．選択行動の

多くが，目的に合致するかしないかを意図し

て行われている可能性がある．「検索方法模索」

は７回観察された．動画テーマ一覧，サイト

内検索等を基に操作する様子がみられた．「興

味関心」は，動画タイトル等を画面静止して

読むときにのみ観察された．「全体把握」は，

ウェブページ全体と動画のカテゴリを閲覧す

る際に観察された．「動画比較」は，同じ講師

で複数の動画が示されているときに観察され

た．これらのことから，教員が動画を選択す

る際は，検索方法の模索，動画比較といった

行為によって目的に合う動画を絞っていくこ

とが考えられ，そういった行為の後，本人が

視聴したい動画を選択できるような動画の提

供方法を検討していくことが考えられる． 

 

4. 今後の課題 

今後は，教員の選択行動の傾向と学習特性

との関連を明らかにしていきたい． 
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表１ 各協力者から操作内容・閲覧情報・操作意図として観察された回数 

操作内容 閲覧情報 
操作意図 

全体把握 目的合致確認 動画比較 興味関心 検索方法模索 

 

 

ページ移動（14） 

ウェブページ全体（７） 1 1 0 0 1 
動画のカテゴリ（５） 0 5 0 0 0 
動画のテーマ一覧（２） 0 0 0 0 2 
動画タイトル（２） 0 2 0 0 0 
概要欄（２） 0 2 0 0 0 

 

 

 

スクロール（15） 

ウェブページ全体（１） 0 0 0 0 1 
動画のカテゴリ（２） 1 1 0 0 0 
動画のテーマ一覧（１） 0 1 0 0 0 
動画タイトル（３） 0 3 0 0 0 
講師名（６） 0 5 1 0 0 
概要欄（２） 0 2 0 0 0 

 

画面静止（４） 

動画タイトル（３） 0 2 0 1 0 
講師名（１） 0 1 0 0 0 
概要欄（２） 0 1 0 1 0 

カーソル移動（１） ウェブページ全体（１） 0 0 0 0 1 
サイト内検索（２） 検索結果一覧（２） 0 0 0 0 2 

合計 2 26 1 2 7 
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